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後工程改善チェックリスト
不良・手戻り・外注依存・属人化のどこから手をつけるか整理する
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チェックの結果は厳密な診断ではなく、次に確認・修正・相談すべきことを整理するための目安です。各項目の詳しい判断基準
（なぜ重要か・OKとNGの目安・確認方法）はWeb版に掲載しています。

設計の観点（4項目）

図面・設計段階の要因（指示の曖昧さ・後工程負荷を生む形状）が、後工程の不良・手戻りにどの程
度寄与しているか整理されている
目安：バリ取り・仕上げの手戻り原因のうち、図面指示・形状起因のものが件数として切り出せている。

改善の目的を「コスト・品質・人材・リードタイム・安全」のいずれか主軸に絞っている
目安：「今期は検査手戻りの削減が主軸、コストは副次効果」のように主従が文書で共有されている。

改善優先度を「コスト影響・品質影響・改善容易性」の3軸で評価している
目安：候補テーマが3軸の簡易スコアで並び、なぜそのテーマが先かを第三者に説明できる。

振り戻しが効くスケジュールと予算で設計し、関係者（現場・生産技術・品質・経営）の合意を取っ
ている
目安：小規模トライ→評価→本展開の段階設計になっており、中止判断の基準と時期が決まっている。

加工の観点（6項目）

対象工程の作業内容・所要時間・判断ポイントを、観察・記録・時間計測で把握している
目安：対象工程の動画・時間計測記録があり、作業者が迷う判断ポイントまで書き出されている。

工程ごとの負荷（時間・人員・段取り頻度）が現状値で把握でき、ボトルネック工程を特定できる
目安：工程別の負荷一覧があり、「いまの制約はバリ取り工程」と数字で指させる。

標準化状態（手順書・限度見本・教育記録）が対象工程ごとに評価できている
目安：工程ごとに手順書・限度見本・教育記録の有無が一覧化され、未整備の工程が分かる。

属人化している作業の範囲・該当者数・代替可能性が整理されている
目安：「この検査はAさんとBさんのみ対応可」のようなスキルマップがあり、代替訓練の計画がある。

安全リスク（切創・挟まれ・粉じん・薬剤・無理な姿勢）と作業者負荷が整理されている
目安：対象工程のヒヤリハット・保護具・姿勢負荷が記録され、改善優先度の判断材料に入っている。

改善案を「標準化 → 治具化 → 部分自動化 →
全自動化」の段階で整理し、段階を飛ばす場合は理由を説明できる
目安：現在地が4段階のどこかを言え、次の段階に進む条件が決まっている。

検査の観点（4項目）

不良率・歩留まり・手戻り件数を、工程・製品・期間別に数値で把握している
目安：月次で工程別・製品別の不良集計があり、どこで何件発生しているかをすぐ出せる。
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不良・手戻りの原因が、人・設備・材料・方法・環境のいずれに帰属するかを整理している
目安：主要な不良モードごとに特性要因図や5Whyの記録があり、対策と原因が対応している。

検査・やり直し・手戻りに要する時間が、人件費・装置稼働の観点で金額換算できる
目安：手戻り1件あたりの工数と月間件数から、後工程の損失額が粗くても金額で言える。

改善着手前の評価指標と現状値を記録している
目安：「不良率2.5%→1.5%目標」のように、指標・現状値・目標値が着手前に文書化されている。

外注の観点（2項目）

外注依存度（金額・品目・工程比率）と納期遅れの原因が整理されている
目安：外注費の品目別内訳と納期遅れの原因（自社支給遅れか外注先起因か）が分けて集計されている。

取引先要求（品質・納期・検査・立会）と現状のギャップが整理されている
目安：主要取引先の要求事項一覧があり、現状未達の項目と対応期限が整理されている。

チェックがつかない項目が3〜4個以上ある場合は関係者レビューを、半数近くある場合は基準・文書そのものの見直しをおすすめします
（目安であり、組織・製品により異なります）。発行：2026-06-10


